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 架構部と履歴ダンパーを分離した質点系モデルを作成したい 

 

履歴型の制振ダンパーを持つ制振構造を質点系モデルとする場合には、架構部の塑性

化と履歴ダンパーの塑性化のタイミングが大きく異なります。また、RC 建物に低降伏

点鋼のダンパーが入っている建物を質点系モデル化する場合は架構部とダンパー部でそ

れぞれ武田型、標準型と異なる履歴則を採用する必要があります。そのような場合、立

体モデルで荷重増分解析を行った結果から、架構部の負担せん断力とダンパー部の負担

せん断力を分離し、それぞれ異なる層復元力特性をもつばねを定義し並列配置するよう

なモデル化を行います。このモデル化は、「パッシブ制振構造設計・施工指針」によると

「ダンパー分離モデル」と呼ばれる方法になります。 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ】 

1. ダンパーを含むモデルを作成し、荷重増分解析まで実行します。 

2. 「計算条件-層復元力特性の設定」を開き、「質点間ばね定義」に履歴ダ

ンパーの行を追加します。 

3. 架構部、ダンパー部の骨格曲線を確認し、Q－δ曲線とのフィッティング

を調整します。 

4. ダンパー部の減衰定数を 0%に設定します。 

5. 質点系振動解析条件で「間柱型ダンパーのモデル化」を設定します。 

6. 質点系振動解析を行います。 
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1. ダンパーを含むモデルを作成し、荷重増分解析まで実行します。 

今回は履歴制振ブレースを含む鉄骨造のモデルを例にとります。モデルを作成し、

荷重増分解析まで実行します。 

 

    座屈拘束ブレース 
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2. 「計算条件-層復元力特性の設定」を開き、「質点間ばね定義」に履歴ダ

ンパーの行を追加します。 

履歴制振ブレースのせん断力は、「履歴型ダンパー ブレース」の欄にチェックを入れ

ることで集計されます。通常のブレースを耐力直接入力により制振ブレースとして取

り扱っている場合には、「架構 ブレース」の方に集計されますのでご注意ください。 
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3. 架構部、ダンパー部の骨格曲線を確認し、Q－δ曲線とのフィッティング

を調整します。 

上層ではブレース軸変形の影響により、Q-δ曲線がハードニングするような現象

が生じることがあります。これは建物の全体曲げにより節点の上下変位が生じ、せ

ん断変形以外の要因によってもブレース軸力が増加するためです。その場合には直

接入力や弾性指定など、適切に判断して骨格曲線を作成する必要があります。 
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上層でハードニングするような挙動が生じる例 

 

上記のような状況が発生した場合、例えば骨格曲線を直接入力することで適切にフィ

ッティングすることが考えられます。直接入力を行う場合、「質点系振動解析条件」の「共

通条件 1」において「層の復元力特性モデル化」を「直接入力する」に切り替える必要

があります。 
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たとえば、初期剛性を変更しておおむねバイリニアの骨格曲線を定義するとしたら以下

になります。なお、下記はあくまで一例です。初期剛性を合わせていないため固有周期が

ずれる、履歴面積を大きめにとっているなどの点で精度が低下しています。どの程度の調

整をよしとするかについては設計者判断で設定する必要があることにご留意ください。 

 

 

 

  

直接入力でバイリニアとしてフィッティングした例 

（設定はあくまで例ですので、対象に応じて調整方法は設計判断してください） 

 

  

「直接入力する」の場合でも、「骨格曲線モデル化実行」ボ

タンをクリックするとセル内容が上書きされます。 
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4. ダンパー部の減衰定数を 0%に設定します。 

立体振動解析モデルにおいて履歴制振ブレースは自動的に減衰定数 0%となります

が、質点系モデルでダンパー分離モデルを採用する場合には明示的に減衰定数を指定

する必要があります。指定を省略した場合、質点系振動解析条件で設定された減衰定

数が採用されます。 
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5. 質点系振動解析条件で「間柱型ダンパーのモデル化」を設定します。 

間柱型ダンパーのモデル化は、ダンパー分離モデルの場合は「間柱ダンパーを直接

質点間に接続する」とします。 

※ 「間柱ダンパーを付加ばねを介して質点間に接続する」は付加系質点モデルを

作成するための指定になります。詳しく知りたい場合は、「RESP-D ならできる

50 のこと - 間柱ダンパーを付加系質点系振動モデルで解析したい -」をご参

照ください。 

 

 

  

http://www4.kke.co.jp/resp/support/faq/resp-d/pdfs/4_fukakeishitsuten.pdf
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6. 質点系振動解析を行います。 

  解析結果の一例を示します。 

  

 

 

  最大応答値グラフにおける層せん断力、層塑性率は

架構部＋ダンパー部の結果になります。 
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ログファイル（.log）累積エネルギー出力 

 

 

層最大応答値結果ファイル(.story.csv) 

ダンパーのみ含まれる質点間ばねは履歴制振として

エネルギー集計されます。 

質点間ばねごとの塑性率が 

ファイル出力されます。 

ZS○○ : ○○=階番号, 最下階が 1 

No△△ : △△=質点間ばね番号 
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